
 

 

 

 

 

 

今春から動物愛護センターに着任した渡邉です。2 年ぶりに帰ってまいりました。 

平成 14 年 12 月に開設した「愛媛県動物愛護センター」も今月で 8 年 5 ｹ月を迎えます。開設当初

は手探り状態で県民の方々には多大のご迷惑をおかけしたことと思います。しかしながら、高岸会長

さんをはじめ貴会の皆様方のご協力により何とか前向きな運営ができたことに対し深く感謝しており

ます。処分頭数も開設当初に比べ大幅に減少し、皆様方と共に取り組んで来た愛護普及啓発活動が

徐々にではありますが県民の皆様に浸透し始めてきたと感じております。貴会とは愛護普及啓発の取

り組み方は多少違っていますが、これからも目的達成に向けて協力していきましょう。 

 なお、当センターでは今年の人事異動で多くの職員が交代しております。転出した職員は皆様とは

顔馴染みで気心も知れ、動物愛護に関して造詣が深く、もう少し当センターで仕事をやっていただき

たい方々ばかりでした。私のようにまた何年かすると帰ってくると思っていますので、楽しみに待って

いてください。今回、転入して来た職員も皆獣医師で、動物愛護に情熱を持って仕事に取り組む者ば

かりですので、これまでの職員と同様のお付合いいただきますようお願いいたします。 

さて、このたびの東日本大震災では動物も数多く被災していると聞いていますが、詳細がなかなか

伝わってきません。被災地を放浪している動物（ペットや家畜）の姿を見るにつけ心が痛みますが、3

週間ぶりに救出され飼主の元に帰った飼犬の映像は、悲惨な状況の中で一時の安らぎを与えてくれ

たと思います。しかし長期にわたる避難所生活では、ペットに対する考え方に大きな違いが出てきて

いるようです。動物嫌いの方にとっては、心身共に疲れ果てている上に、動物の鳴声・臭い等が我慢の

限界を超える苦痛となり、そのことがペットと共に避難した方々にとって集団生活での悩みとなって

いるという事もあるようです。 

愛媛県においても、いつ何時どんな災害が発生するかわかりません。その時、避難所におけるペッ

トの扱いをどうすれば良いか、もう一度検討する必要があるのではないかと考えています。 

被災地では被害の程度が大きすぎて復興にもまだまだ多くのエネルギーや時間が必要と思われま

すが、我々にできる分野をお互いに情報交換し合い、少しでも役に立つよう協力し合って行きたいも

のです。 

最後に、今年度も当センターの事業運営にご尽力頂くことをお願い申し上げまして、着任のご挨拶

とさせていただきます。                 愛媛県動物愛護センター所長 渡邉清一 
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